
健
康
で
明
る
く
住
み
よ
い
豊
か
な
町
づ
く
り

枦
宇
土
地
区
振
興
会
（
冨
永
勤
会
長
）

　

枦
宇
土
地
区
振
興
会
で
は
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
、「
健
康
で
明
る
く
住
み
よ
い

豊
か
な
町
づ
く
り
」
を
目
標
に
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

特
に
青
少
年
育
成
事
業
に
力
を

い
れ
て
お
り
、
主
な
事
業
と
し
て

公
民
館
に
寝
泊
り
し
学
校
へ
通
う

「
通
学
合
宿
」
や
、
炭
焼
き
、
そ

ば
打
ち
な
ど
の
体
験
活
動
を
行
な

う
「
自
然
探
検
隊
」
が
あ
り
、
そ

れ
ら
は
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心

と
す
る
子
ど
も
ラ
ン
ド
実
行
委
員

会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
、
区

長
会
な
ど
が
協
力
し
な
が
ら
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
秋
に
行
な
わ
れ
る

「
枦
宇
土
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
で

は
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
農
産

物
品
評
会
や
展
示
即
売
会
、
バ
ザ

ー
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
文
化
作
品

展
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
活
動
と
し
て
は
、
今
年

度
中
に
地
域
振
興
計
画
を
策
定
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
い
、

地
域
の
現
状
や
課
題
を
把
握
し
、

課
題
で
も
あ
る
特
産
品
づ
く
り
と

あ
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

地 域 づ く り
コ ー ナ ー

▲たくさんの人でにぎわう「枦宇土ふるさとまつり」
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浦田 真央 ちゃん

今月で

父・宜寿さん
　母・恵利子さん

新和町大多尾

赤松 希星 くん

　父・真一郎さん
母・裕美さん

小松原町

松崎 百恵 ちゃん

父・和夫さん
母・佳代さん

城下町

上元 悠正 くん

父・賢正さん
母・千秋さん

新和町小宮地

野田 幸那 ちゃん

父・昌志さん
　母・加代子さん

今釜新町

村田 将大朗 くん

父・清也さん
母・一恵さん

本渡町広瀬

森田 朱葉 ちゃん

父・圭郷さん
母・綾加さん

北浜町

橘　優人 くん

父・英之さん
母・尚子さん

浄南町

大塚 倫華 ちゃん

父・恭平さん
　母・美由紀さん

有明町大島子

７月で満１歳になるお子さんを募集します！
●応募期限＝６月10日㊌まで（必着）。
●応募方法＝写真裏にお子さんの住所、氏名（ふり
がな）、生年月日、性別、電話番号、コメント
（30字以内）、保護者名（父・母）を記入し、〒

863-8631（住所記載不要）天草市役所秘書課へ
郵送または持参してください。なお、写真はお子
さんが大きく、鮮明に写っているものをお願いし
ます。また、写真の掲載は９人まで（応募者多数
の場合は抽選）とし、応募写真は返却しません。

ま お

き せ い

も も え

し ょ う た ろ う り ん か

ゆ き な ゆ う と

ゆ う せ い あ げ は

お外遊びが大好きです。
元気にやさしく育ってね☆

元気いっぱい大きくなってね !！

たっちが上手になりました。
元気いっぱいの百恵です。

よく食べ、よく寝て、よく遊ぶ元気
いっぱいの悠正です。よろしくね♡

みんなにかわいがってもらって、い
つもニコニコ笑顔です♡

倫大朗お兄ちゃん大好き♡将ちゃん
スマイルでみんな幸せにな～れ♪

﨑津＆佐伊津のじいちゃん、ばあち
ゃん大好きバイ♡♡

おじいちゃん、おばあちゃん大好き
♡また遊んでね。

これからも、いつものりんかスマイ
ルで私たちをいやしてね。

▲歴史を感じさせる「３号墳」

　有明町大浦港沖に浮かぶ竹島には６基の円
墳があり、「竹島古墳群」と呼ばれています。
その中の、３号墳と４号墳はすでに発掘調査
が済んでいます。３号墳の石室壁は自然の石
を積み重ねて作られており、床面には赤色顔
料の残る小石が敷き詰められ、箱型に仕切り
を設けた横穴式石室で、その構造などから５
世紀中ごろのものと推定されます。４号墳は、
石室内部の壁を板石でつくっていることから
３号墳よりも時代的に新しく、出土品の時期
などから６世紀初頭のものと考えられます。
　３号墳からは銛をかたどったと思われる石

製品、４号墳からは土師器片、鉄鏃の破片、
フイゴの羽口片などが出土しており、ここに
葬られたのは製鉄と関わりが深く、海ととも
に生きた豪族であったことを物語っていま
す。この竹島古墳群は島に築かれたというこ
ともあって当時の形をよく残しており、市の
史跡に指定されています。

「竹島古墳群」（有明町）

は　 じ　 き  へん

 は  ぐち へん

てつぞく

つ
と
む

もり

　

下
田
南
地
区
に
住
む
西
嶋
さ
ん

は
、
東
京
の
大
手
外
資
系
メ
ー
カ

ー
に
勤
め
て
い
た
が
、
７
年
前
に

退
職
し
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
。

　

好
き
な
魚
釣
り
を
し
て
セ
カ
ン

ド
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
た
い
と
考
え

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
所
の
家

が
こ
の
５
年
間
で
７
軒
も
空
き
家

に
な
る
と
い
う
現
実
に
直
面
し

「
こ
の
ま
ま
で
は
町
が
な
く
な
る
、

何
か
を
し
な
く
て
は
」と
思
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
天
草
の
新
鮮
な
魚
や

農
産
物
を
友
人
や
知
り
合
い
に
送

っ
て
み
た
ら
大
好
評
だ
っ
た
の
で

「
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に

つ
な
が
る
の
で
は
」
と
、
昨
年
５

月
、
同
地
区
の
振
興
会
に
『
天
草

ふ
る
さ
と
家
族
便
』
と
し
て
提
案

し
た
。
早
速
、
賛
同
し
た
18
人
に

よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
立

ち
上
が
り
、週
１
回
会
議
を
開
き
、

し
く
み
づ
く
り
や
商
品
の
選
定
、

価
格
の
設
定
な
ど
を
行
っ
た
。
お

客
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
会

員
制
と
し
、
商
品
は
「
生
き
て
る

魚
・
と
れ
た
て
の
野
菜
・
加
工
品

の
詰
め
合
わ
せ
」
の
３
点
セ
ッ
ト

と
し
た
。

　

そ
し
て
、
９
月
に
地
元
出
身
者

を
通
じ
て
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
約

90
人
の
会
員
申
し
込
み
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
毎
月
30
〜
40
件
ほ
ど
注

文
が
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
①
お
客
様
の
満
足
度
②
生
産

者
の
利
益
③
雇
用
の
確
保
の
３
つ

で
成
り
立
っ
て
い
る
。
た
だ
単
に

商
品
を
売
る
の
で
は
な
く
、
い
か

に
商
品
の
価
値
を
見
い
だ
す
か
が

大
切
」
と
語
る
。
２
月
に
行
わ
れ
た

天
草
ま
ち
づ
く
り
発
表
会
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
内
容
を
報
告
。

事
業
の
拡
大
と
お
客
様
の
新
規
開

拓
を
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
い
ず
れ
は
大
き
な
事
業
体
と

し
て
、
若
者
の
雇
用
に
つ
な
が
る

ビ
ジ
ネ
ス
の
場
を
創
出
し
た
い
」

と
先
の
展
開
を
見
据
え
て
い
る
。

「出身者を含めた地産地消のビジネス」

西 嶋 隆 明 さん（天草町下田南・62歳）
たかあき


